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研究成果の概要（和文）： 

本研究課題では，与えられた要求条件を満たすメカニズムを自動生成するメカニズムジェネレ
ータの開発を目標として，数多くの研究成果を創出した．特に，メカニズムデータベースに含
まれる要素メカニズムの開発とメカニズムジェネレータに関する基盤技術である自動メカニズ
ムデザイン技術の開発を行った． 
エージェント分野の最難関国際会議である International Conference on Autonomous Agents 

and Multiagent Systems (AAMAS) にて，2008 年に最優秀学生論文賞を受賞し，2009 年に最優
秀学生論文賞の次点となっている．また，2008 年にエージェント分野の一流国際会議である
IEEE/WIC/ACM Int. Conf. on Intelligent Agent Technology (IAT) で最優秀論文賞を受賞し
ている．さらに，本研究課題のコア技術である自動メカニズムデザインに関する論文が，情報
科学技術フォーラム (FIT-2011) の最優秀論文賞である船井ベストペーパー賞を受賞した． 
 

研究成果の概要（英文）： 
We have developed the mechanism generators which automatically generate the mechanism 
that can satisfy the given conditions. Especially, we proposed component mechanisms 
stored in mechanism data bases and also developed the technologies of automated mechanism 
design which are fundamental to mechanism generators. 
As our research results, we presented 68 papers at international/domestic conferences 
and published 54 papers in international/domestic journals. We received the best student 
award in 2008 and the best student award runner up in 2009 at Int. Conf. on Autonomous 
Agents and Multiagent Systems (AAMAS), which is one of the top international conferences 
in the research field of multiagent systems. Furthermore, in 2008, we received the best 
paper award at IEEE/WIC/ACM Int. Conf. on Intelligent Agent Technology (IAT). Our paper 
on the automated mechanism design technologies received Funai best paper award at FIT2011, 
which is a major domestic conference on information technologies. 
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１．研究開始当初の背景 

ほとんどすべての経済活動に情報ネット
ワークがなんらかの形で関与しており，本研
究では，このような情報ネットワークが深く
関連する経済活動を「情報ネットワーク経
済」という用語として定義し，情報ネットワ
ーク経済において，取引や価格設定のメカニ
ズムを設計するための理論的基盤を確立す
ることを目的とする． 

情報ネットワーク経済の特徴として，人間
に加えて，情報ネットワークとソフトウェア，
特に，エージェントと呼ばれる，人間の代理
を務める自律的なソフトウェアが主要な構
成要素となっていることがある．情報ネット
ワークおよびエージェントの利用により，地
理的距離にとらわれずに瞬時に大量の取引
が可能となった一方で，上記のキーワード広
告の例のように，価格設定や取引のメカニズ
ムの欠点を突いた社会的に望ましくない行
動が，急激かつ広域／大規模に広がり社会的
不安を引き起こす可能性があるという課題
が存在する． 

 

２．研究の目的 

本研究では，情報ネットワーク経済のため
のメカニズムの設計技術を，広く一般的に利
用可能とするための理論的基盤を確立する
ことを目的とする．より具体的には，ユーザ
(メカニズムの設計者) の要求条件に応じて，
要求条件を満たす結果を与えるメカニズム
を自動的に生成するメカニズムジェネレー
タを開発することを最終的な目的とする． 
 

３．研究の方法 

研究組織として，マルチエージェントシス
テムを中心として，経済学(ゲーム理論，実験
経済学) ，情報セキュリティ(菊池，満保)，
組合せ最適化 (松井) の各専門家が集結して
いる．特に，マルチエージェントシステムに
関しては，メカニズム設計 ，情報ネットワ
ーク応用，エージェントシミュレーションの
各分野で，日本を代表する研究者が集結した． 

研究の専門性を活かしつつ，融合すること
で相乗効果が得られるように，研究を推進ん
した．具体的には，情報ネットワーク経済の
ためのメカニズム設計に関する理論研究を
主として，理論研究で得られた結果を検証す
るために，エージェントシミュレーション，
被験者実験を実施した．詳細な研究内容につ
いては次のとおりである． 

1) メカニズムジェネレータ技術の開発 
① 情報ネットワーク経済に特徴的な

不正行為への頑健性の保証 

② メカニズムの最適化手法の開発と
評価 

③ マルチエージェントシミュレーシ
ョンによるメカニズムの評価 

2) 要素メカニズムのデータベース化 
① 複雑な選好への対応 
② セキュアメカニズムの設計 
③ ユビキタスネットワークでのメカニ

ズム設計技術の確立 
④ 被験者実験によるメカニズムの評価 

 
４．研究成果 
 与えられた要求条件を満たすメカニズム
を自動生成するメカニズムジェネレータの
開発を目標として研究を推進してきた．研究
期間(4年間)で，学会発表計 68 件，国内/国
際論文誌に計 54 件の論文を発表している．
特に，エージェント分野の最難関国際会議で
ある Int. Conf. on Autonomous Agents and 
Multiagent Systems (AAMAS) での発表論文
は 2008 年に最優秀学生論文賞を受賞し，
2009 年に最優秀学生論文賞の次点となって
いる．また，2008 年にエージェント分野の
一流国際会議である IEEE/WIC/ACM Int. Conf. 
on Intelligent Agent Technology (IAT) で
最優秀論文賞を受賞している．特に，メカニ
ズムジェネレータに関する基盤技術である
自動メカニズムデザインに関する論文が，情
報科学技術フォーラム(FIT-2011)の最優秀
論文賞である船井ベストペーパー賞を受賞
する等，国内外で高く評価されている研究成
果をあげている．これらの成果に関して研究
代表者は 2009 年に人工知能学会業績賞を受
賞し，2010 年に情報処理学会フェロー，2011 
年に AAAI フェローに選出されている． 
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